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はじめに

Cubase 5.1.1 の世界へようこそ
このたびは Cubase 5.1.1 をご愛用いただきまして、まことにありがと

うございます。このバージョンはアップル Mac OS X Snow Leopard
（10.6）とマイクロソフトWindows 7 に対応しています。同時に、すべ

ての Cubase ユーザーにとっても新しいさまざまな機能も追加されて
います。

本書ではバージョン 5.1.0 以降に追加または変更された機能を順にご
紹介していきます。

アプリケーションのバージョンについて
本書ではWindows 版と Mac OS版の Cubase の使用方法をご紹介しま
す。

機能や設定項目によっては、Windows か Mac OS、どちらか一方のプ
ラットフォーム（OS）でだけ利用できるものもあります。その場合は、

それが明記されています。 

➯ 特にただし書きがない場合、記載された説明や手順は Windows と
Mac OSの両バージョンに当てはまります。

キーボードショートカットの表記について
Cubase のキーボードショートカットの多くは「修飾キー」と呼ばれる

命令用のキー（modifier key）と共に使用されます。このキーはオペ
レーティングシステムによって異なります。たとえば、取り消し操作

の既定（デフォルト）キーボードショートカットはWindows の場合、
[Ctrl] + [Z] ですが、Mac OS では [command] + [Z] です。

本書では、修飾キーを伴うキーボードショートカットを記述する場合、
まずWindows の修飾キーを挙げ、次のように記載します。

[Windows 修飾キー ]/[Mac OS 修飾キー] + [ キー]

たとえば [Ctrl]/[command] + [Z] と表記されている場合、Windows で

は [Ctrl] キー、Mac OS では [command] キーを押した状態で [Z] キーを
押すことを意味します。

同様に [Alt]/[option] + [X] と記載されている場合、Windows では [Alt]
キー、Mac OS では [option] キーを押したままで [X]キーを押すことを

指しています。また、上記の [Z]、[X] などアルファベットや数字で表
記されたキーは半角英数字を意味します。 

➯ 本書では右クリックを使った操作が出てくることもあります（コン
テキストメニューを開くときなど）。Mac でシングルボタンのマウス
を使用している場合は、[Ctrl] キーを押した状態で該当する要素をク
リックしてください。
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新機能を使った作業

プロジェクトアシスタントダイアログ
「ファイル（File）」メニューの「新規プロジェクト...（New Project...）」

を選択すると、「プロジェクトアシスタント（Project Assistant）」ダイ
アログが開かれます。ここでは、最近使用したプロジェクトを開くか、

新しいプロジェクトを作成するかを選べます。新しいプロジェクトを
作成する場合には、既存のテンプレートか、空白のプロジェクトファ

イルを開き、そこから作業を開始できます。

以下の場合にも、このダイアログが開かれます： 

•「環境設定（Preferences）」ダイアログ「全般（General）」ページに
ある「起動時（On Startup）」欄のポップアップメニューで「プロ
ジェクトアシスタントを表示（Show Project Assistant）」が選択さ
れている場合のアプリケーション起動時。 

• Cubase の起動中に[Ctrl]/[Command] キーを押し続けた場合。

最近使用したプロジェクトを開く

ダイアログ内で上部にある「カテゴリーバー（Category bar）」の「最
近使用したプロジェクト（Recent）」アイコンをクリックすると、最近

開いたプロジェクトの名前が一覧表示されます。表示された項目の中
から１つを選択し、そのまま［開く（Open）］ボタンをクリックする

と、選択したファイルが開かれます。リストに表示される項目は「ファ
イル（File）」メニューの「最近使用したプロジェクト（Recent Projects）」

と同じです。

テンプレートを選択する
「カテゴリーバー（Category bar）」には、さらに「レコーディング

（Recording）」、「プロダクション（Production）」、「スコア作成
（Scoring）」、「マスタリング（Mastering）」というアイコンがあります。

これらは標準付属のテンプレートファイルをカテゴリーごとに分けた
ものです。また、カテゴリーバー右端の「その他（More）」には、既

定（デフォルト）のプロジェクトテンプレートや、他のカテゴリーに
分類できないテンプレートが収められます。

これらのアイコンの１つをクリックすると、そのカテゴリーに属する
テンプレートの名前がカテゴリーバーの下に一覧表示されます。

Cubase を初めて起動した場合、このリストには Cubase と一緒にイン
ストールされた標準付属のテンプレートが表示されます。ユーザーが

新しく作成したテンプレートは、そのファイルの属するカテゴリーリ
ストの一番上に加えられていきます。 

• テンプレートベースではない空白のプロジェクトを作成するには、
テンプレートを選択しないで「作成（Create）」ボタンをクリックし
ます。
「その他（More）」カテゴリーにある“empty（空白）”を選択し、「作

成（Create）」ボタンをクリックしても同じ結果が得られます。 

• また、リスト内の項目を右クリックし、コンテキストメニューから
「名前の変更」や「削除」などの項目を選択すると、その機能を該当
する項目に適用できます。

プロジェクトの場所を選択する

「プロジェクトアシスタント（Project Assistant）」ダイアログの下部に
ある項目を使うと、プロジェクトファイルを保存する場所（メインフォ

ルダー）を指定できます。 

•「既定の場所を使用（Use default location）」を選択すると、その右
側の欄に示されている既定（デフォルト）フォルダーがプロジェク
トの保存場所になります。そのまま［作成（Create）］ボタンをク
リックするとその場所にプロジェクトフォルダーが作成されます。
「フォルダーの名前（Project Folder）」欄では、プロジェクトフォル

ダーの名前を指定できます。
ここでフォルダー名を指定しないと、プロジェクトファイルは「名

称未設定 -××」という名前のフォルダーに保存されます。「××」
は自動的に付けられる数字を表します。 

➯ 既定（デフォルト）フォルダーを変更するには「既定の場所を使用
（Use default location）」欄の右側にあるパス名欄をクリックします。
ダイアログが開かれるので、希望する場所を指定してください。 

• 別の場所にプロジェクトを作成するには、「プロジェクトの場所を表
示（Prompt for project location）」を選択し、［続行（Continue）］ボ
タンをクリックします。
開かれたダイアログで希望するフォルダーを指定してください。

カテゴリーバー
（Category bar）

ファイルリスト
（Template list）

場所の設定
オプション

［他のファイルを開く（Open Other）］ボタン
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他のファイルを開く（Open Other）
［他のファイルを開く（Open Other）］ボタンをクリックすると、これ

までにご紹介した操作では表示されないファイルを開くことができま
す。「ファイル（File）」メニューの「開く ...（Open...）」を選択した場

合と同じ結果になります。

プロジェクトテンプレートの扱い方

テンプレートを保存する
「テンプレートとして保存（Save as Template）」ダイアログにはタグエ

ディターセクションが追加されました。ここでは、カテゴリー情報を
設定したり、説明テキストを加えたりすることができます。設定でき

るカテゴリーは、「プロジェクトアシスタント（Project Assistant）」ダ
イアログに表示される 5 種類のうちのいずれかです。説明テキストは

「プロジェクトアシスタント（Project Assistant）」ダイアログ内にも表
示されます。 

• カテゴリーを設定するには、“Template Category（テンプレートカ
テゴリー）”の「値（Value）」欄をクリックし、ポップアップメニュー
から希望する項目を選択します。説明テキストを加えるには、
“Content Summary（コンテンツの概要）”のテキスト欄をダブルク
リックし、希望するテキストをタイプ入力します。 

➯“Template Category（テンプレートカテゴリー）”の値を設定しな
い場合、そのテンプレートは「プロジェクトアシスタント（Project
Assistant）」ダイアログでは、「その他（More）」カテゴリーに表示
されます。

MediaBay でのプロジェクトテンプレートの表示と
タグ付け
ブラウザーセクションでは、VST Sound フォルダー（ノード）内にプ

ロジェクトテンプレートへのショートカットが収められました。「ファ
クトリーコンテンツ（Factory Content）」フォルダー内の「プロジェク

トテンプレート（Project Templates）」フォルダーを開くと、この
ショートカットを利用できます。「テンプレートとして保存（Save as

Template）」ダイアログを使ってプロジェクトテンプレートを保存する
と、そのテンプレートへのショートカットは「ユーザーコンテンツ

（UserContent）」フォルダーに収められます。

ビューアーセクションでプロジェクトテンプレートを選択すると、そ
のタグがタグエディターにも表示されます。

ビューアーセクションに表示されたプロジェクトテンプレート 

➯ ビューアーセクションに“Template Category（テンプレートカテ
ゴリー）”タグや“Content Summary（コンテンツの説明）”タグが
表示されていない場合は、「タグを管理（Manage Tags）」ダイアロ
グを開き、「ビューアー（Viewer）」コラムで該当するチェックボッ
クスをオンにしてください。



10

新機能を使った作業

タグエディターに表示されたプロジェクトテンプレートデータ

プロジェクトテンプレートにタグ情報を加えると、カテゴリーやレー

ティングの値を設定したり、コンテンツの説明テキストを加えたりす
ることができます。説明テキストは「プロジェクトアシスタント

（Project Assistant）」ダイアログ内でテンプレート項目を選択したとき
に表示されます。タグ情報はプロジェクトテンプレートと一緒に保存

されます。

タグの詳細についてはオペレーションマニュアルの“MediaBay”の章

を参照してください。

AmpSimulator
“AmpSimulator”はパネルのデザインが新しくなりました。ただし、搭

載されているパラメーターはこれまでのバージョンと同じです。

“AmpSimulator”はディストーションエフェクトです。さまざまなギ

ターアンプとスピーカーキャビネットの組み合わせをエミュレートし
ます。多数のアンプとキャビネットの中から好みのモデルを選択でき

ます。

パラメーターの内容は以下のとおりです。

パラメーター 内容

Drive アンプのオーバードライブのかかり具合をコント
ロールします。

Bass 低音域のトーンコントロールです。

Middle 中音域のトーンコントロールです。

Treble 高音域のトーンコントロールです。

Presence 高音域のレベルを調整します。

Volume 全体の出力レベルを制御します。

Amplifier
pop-upmenu

アンプセクションのいちばん上にあるアンプ名の欄
をクリックすると、ポップアップメニューが表示さ
れ、希望するアンプモデルを選択できます。“No
Amp”を選択すると、アンプセクションがバイパス
されます。

Cabinet
pop-upmenu

キャビネットセクションのいちばん上にあるキャビ
ネット名の欄をクリックすると、ポップアップメ
ニューが表示され、希望するスピーカーキャビネッ
トモデルを選択できます。“No Speaker”を選択する
と、キャビネットセクションがバイパスされます。

Damping Lo/Hi 選択したスピーカーキャビネットのサウンドキャラ
クターを調整するためのトーンコントロールです。
値を設定するには、数値欄をクリックし、希望する
値を入力したうえで［Enter］キーを押してください。
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